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HTLV-1 感染による成人 T 細胞白血病は、有効な治療法が確立されていない。

APOBEC3 スーパーファミリー（A3）は感染免疫で重要な役割を担い、特に

APOBEC3B（A3B）は、HBV 等のウイルス性腫瘍において変異原として働いて

いる可能性がある。申請者らは HTLV-1感染ヒト化マウスを用い、A3発現につ

いて検討した。ヒト化マウスは、ヒト臍帯血由来造血幹細胞を NOGマウスに移

植することで作製し、HTLV-1感染細胞を腹腔内に注入し感染を惹起した。はじ

めに HTLV-1 感染するも腫瘍化を認めない HAM 患者において、A3 発現増加は

認めなかった。Ex vivo培養により HTLV-1 Taxを活性化したところ、A3B発現の

み抑制された。HTLV-1 短期感染マウスでは A3B 発現は変化なかったが、長期

感染ヒト化マウス脾臓内 T細胞では HTLV-1感染細胞で A3Bは上昇していた。 

感染初期や腫瘍化前は A3Bの発現亢進は認められなかったが、腫瘍形成過程

で亢進しており、A3B は HTLV-1 感染においても変異原である可能性が示唆さ

れた。HTLV-1感染後の腫瘍化機序解明に有用な知見であるとともに、新規治療

法開発につながり、学位に値すると考える。 


